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現在wwwや電子メール等のメディアを用いて、様々なコミュニケーションがコンピュータ上で
行なわれている。しかし、それらのメディアは第三者によって与えられた固定的なものであり、その

使用法も第三者によって固定されている。本研究ではメディアをオブジェクトとしてモデル化し、そ

のモデルに従いメディア記述言語を作成する。その結果としてプログラマプルなメディアをユーザに

提供し、より柔軟なコミュニケーションを可能とするのが本研究の目的である。

1 はじめに

現在コンピュータおよび、それを取り巻く

ネットワークが急速に普及している。 それに

伴いコンピュータ上で、様々なサーピスやアプ

リケーションを用いたコミュニケーションが行

われる様になってきた。またコンピュータの処

理能力の増大に伴い、アプリケーションも電子

メールの様に単一のプリミテイプなメディアを

用いるものから、 wwwやcu・SeeMe等のテレ
ピ会議システムのような複数のプリミテイプな

メディアを用いるものへと進化してきている。

しかじ現状では、特定のアプリケーション

によって特定のコミュニケーションが規定され

ている。さらに、そこで利用されているメディ

アの取り扱い方、すなわちメディアの操作、記

述、関係、ユーザとのインタラクションまでも

がアプリケーションで規定されている。つまり
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現状ではユーザにとってコミュニケーションの

ためのメディアは第三者によって与えられる固

定的なものであり、その利用法も第三者によっ

て限定されている。そのため、ユーザが望む形

でのコミュニケーションを行うために、ユーザ

が既存のメディアを組み合わせたり、新たなメ

ディアを構築することは非常に困難である。

そこで現在我々は、ユーザが統一的な枠組

みで自由なメディアの構築を可能とし、さらに

そのメディアを使ってコミュニケーションする

ことを可能とする環境を実現するための研究を

行っている [1]。ここでいうメディアの構築とは

単なるプリミテイプなメディアの定義、合成で

はない。プリミテイプなメディアの合成によっ

て作られた、従来の意味でのサーピスやアプリ

ケーションといったものをさらにメディアとし

て取り扱うことを可能とするものである。

そのために本稿では、メディアの構造を分

析しメディアをオブジェクトとしてモデル化し

ていく。

本稿は4章からなる。まず2章でメディア

の構造の分析を行い、本稿で扱っていくメディ

アを定義する。次に 3章で2章で述べたメデイ



アをオブジェクトとしてモデル化したメディア

オブジェクトという計算モデルを提案し、その

記述法を考察する。最後に4章でまとめとする。

2 我々の扱うメディア

2.1 メディアとメディアデータ

一般にメディアには2種類の意味があるo

一つは電話機等のような何らかのデータを転送

する媒体としてのメディアであり、もう一つは

新聞や動画等の実際に転送されるデータとして

のメディアである。本稿ではこれらを区別して

扱い、前者をメディア、後者をメディアデータ

と呼ぶものとする(図 1)。つまりメディアはそ

れ自体情報を持つものではなく、メディアデー

タをメデイエイトする(伝える)ものである。本

研究で扱うメディアデータは音声、動画、テキ

スト等のマルチメディアデータである。

( れ
図 1:メディアとメディアデータ

複数の異なるメディアを統一的に扱う環境

を構築するために、メディアは以下の条件を満

たすものとする。

1.ユーザがメディアを自由に生成できる

2.ユーザがメディアを自由に合成できる

3.ユーザがメディアを自由に転送できる

これらの条件の基にメディア記述言語を作成し、

ユーザがプログラム可能なメディアを実現する。

メディアを利用する際には、この言語を用いて

メディアを記述し、メディア記述をメディアイ
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ンタプリタによって解釈、実行することにより

メディアが出現する。メディアインタプリタは

各ユーザにつき一つ存在する。ユーザはメディ

アインタプリタを過してメディアを生成、操作

しコミュニケーションを行う。

図2:メディア記述とその実行

2.2 メディアの例

我々が構築したいメディアについて例を用

いて説明する。同時にそれら複数の例について

従来のメディアと我々のメディアとの比較を行

なう。

(1)一部をパラメタ化したHTML記述

HTML記述aHTML(固めにおいて、はめ

込むメディアデータ(例:画像)をパラメタ化す

ることによってwwwのページのテンプレー
トaHTML(X)を作成することができる(図3)。

このaHTML(X)はパラメタ Xによって画像を

転送する媒体を記述したことになり我々の扱う

メディアであるといえる。つまり、 aHTML(X)

はメディアデータとして画像が流れ、画像を流

すことによってwwwのページが出来上がる
メディアである。

これは現在でも、パラメタを与えたら対応

する HTML記述を生成するシェルスクリプト

を用いて実現できるo しかし、シェルスクリプ

トによって08を限定することになり、メディ

ア自身を転送することは極めて困雛である。

(2)メディアを合成するwwwページ
我々の考えるメディアは自由にメディアの



aHTML aH1ML(X) X: MedlaData 

図 3:パラメタ化したHTML記述

合成をできるものである。そこでaHTML(X)に

さらに双方向文字通信メディアphoneを合成し

てみる。その結果、 comp(aHTML(X)，phone)と

いう新しいメディアができる(図的。

これは現在でも Netscapeの様な特定のピュー

ワにおいて、特定のメディア(例えばphone)に

対して特定のPlug-inを用いることによって実

現できるが、一般性に欠ける。

X:M剖laOata X: MediaData 
Y:Modla 

comp(aHTML(X)，phone) ∞mp(aHTML(X)刈作}

図4:メディアの合成、転送

さらに我々のメディアはメディア自身を転

送することができるので、メディアをパラメタ

ライズしcomp(aHTML(X) ，Y)(Y)を作成するこ

とができる(図的。これは一般的なメディアの

定義をYで受けとることを意味し、これを Net-

work上で行なうとすればメディアの転送に相

当する白

これは現在のwww上では難しい。それは
www上で扱えるメディアは既存の限られた
メディアであり、それを自由に生成、合成、転

送する方法が無いためである。
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3 メディア構築の方法

3.1 メディアオブジェクトによるモデル化

ここでモデル化するメディアは、電子メ}

Jレ、双方向音声通信などのプリミテイプなメディ

アと、基本的なメディアを合成してできる合成

メディアである。これらのメディアをオブジェ

クト指向の考え方をもとにメディアオブジェク

トとしてモデル化する。メディアオブジェクト

にはmonoMObjとcompMObjの2種類ある。

図5:メディアオブジェクト

monoMObjはプリミティプなメディアをモ

デル化したメディアオブジェクトで、状態を保

持する属性と、属性を操作するメソッドで構成

される(図的。

compMObjは合成メディアをモデル化した

メディアオプジエクトであるD これは属性とメ

ソッドの他に、合成するメディアオブジェクト

で構成される(図的。 compMObjは中に含ま

れているメディアオブジェクトにとっては存在

する場であるが、外のメディアオプジェクトに

対しては 1つのメディアオプジェクトとして振

舞う。またcompMObjの中に別のcompMObj

を含むこともできるので、 compMObjは階層

的に構成される。

3.2 メディアの合成と転送

メディアオブジェクトを用いてメディアを

合成する場合には、まずその基となるメディア

をモデル化したメディアオプジェクトを用意す



る。次にそれらのメディアオブジェクトを含む

compMObjを作成する。 compMObjに含まれ

る各メディアオブジェクトは、それぞれ自律的

に他のメディアオブジェクトと同期しながら動

作し、 compMObj全体で1つの合成メディア

として機能する。その際の同期して動作するた

めの材料としてcompMObjの属性値が使われ

る。つまり compMObjの属性値は協調計算モ

デルで例題にされる黒板モデルの黒板に相当し、

compMObjは中に含まれるメディアオブジェ

クトにとって存在する場であるといえる。

例として電子メールと Faxを統合したFax

メールメディアを考える問。これは電子メール

の文章をFaxで送信できるメディアである。こ

のメディアをメディアオブジェクトを用いてモ

デル化したのが図6である。 FaxMObjとMail・

MObjは、テキストをFaxMailMobjの属性値

を用いてやりとりする D

図6:FaxMailメディアオブジェクト

メディアオブジェクトへの操作はメッセー

ジパッシングによって行われるロしかしcomp・

MObj内のメディアオブジェクトは外部には隠

蔽されており、直接内部のメディアオブジェク

トを操作することはできない。 compMObjは

外部のメディアオブジェクトに対しては 1つの

メディアオプジェクトとして振舞う。そこで内

部のメディアオブジェクトは、 compMObjの

メソッドを通じて間接的に操作する。

compMObjの内部のメディアオブジェクト

を操作するメソッドは、中に含まれるメディア

オプジェクトへのメッセージの集合で記述され

る。これは、メディアオブジェクトの操作の言

語体系と、生成の言語体系が同一であるという

ことを示している。そのためユーザが容易にメ

ディアを合成することができる。またメッセー

ジとしてメディアの記述を転送することができ

る。

例としてテレピ会議メディアオブジェクト

TVmeetingMObjを考える。これはその要素と

して、双方向画像通信メディアのVideoMObj

と双方向音声通信メディアのVoiceMObjを含

んでいる。この場合TVmeetingMObjの通信

を開始する前町色メソッドは次の様に書かれる。

(ot町色 ((sendVideoMObj (oet_sizo (100，80)))， 
(oend VideoMObj (oet_at (10，10)))， 

(o叩 da11 star色)))

TVmeetingメディアがs色町tメソッドを受け取

ると、図7の様にメッセージが送信される。

ノ〆TVmee'伽gMO同
set_size(100， 80) 
set_8t(10，10) 

図7:TVmeetingメディアオブジェクト

s.s メディア記述君臨による記述例

メディアオブジェクトを用いて、双方向音

声通信メディア、双方向画像通信メディアを記

述し、さらにそれらを組み合わせてテレピ会議

メディアを構築する例を記述してみる(図的。

-286-



4 おわりに

本稿ではメディアを分析し、その分析に基

づいてメディアをメディアオブジェクトとして

モデル化し、メディア記述言語を設計した。メ

ディア記述言語は、メディアオブジェクトの定

義と操作を同じ体系で行うものである。その為、

ユーザがメディアの生成、合成、転送を容易に

行うことができる。

よって、このメディア記述言語とその実行

環境であるメディアインタプリタによってユー

ザはコンピュータ上に自由にメディアを構築し、

自分で構築したメディアを用いてコミュニケー

ションを行うことが可能となる。

現在、メディアオブジェクトは分散型言語

DeLis[5]を用いて開発中である。
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(dafiDo_co時前ObjTVmoot恒例助j

(Attribute 

(mobj_liat (VidooMObj. Voico質的j))

'ζのHObj，まmobj_l1stの阻bjを含む

何回tinati叩 hogaGaaa.tohoku.ac.jp).通信先

〈目iza..........) 書TVmeot恒例助jの表示サイズ

(at • • .•• . • • ..) ・TVo.e叫insHObjの表示位置
( ........ ..)) 

(Motbod 

(ator色 ((aoDdVidoo即bj(aot_8izo (100，80)))， 
(0岨dVidoo即bj(aot圃 at(10.10)))， 
(S8Dd all ata目)))

'VidooKDbjの表示サイズと位置を決定する.

.(この場合位置とはTVaeotingKObj内での相対位置}

OVidooMDbj， VoicoMDbjの過侶を開始する。
(lItop (a岨 da11 otop)) 

'VidooKDbj， VoicoMDbjの通信を停止する.
(oat_do圃tination<dostination-otr) 
((so色 destiDation<dQstinatioD-otr>)， 
(aond a11 (8O包_dostination<dootinatiOD-str>)))) 

ITVmeo色ingMDbj，Voice即bj.VidaoKDbjに対して通信先を指定する.
(oot_sizo <(int，inセ)>(se色sizo<(int I iD色)>)】

ITV同前恒例Objの表示サイズを指定する.

(lIot_a'色<(int，int)>(sot at <(iD也，iDt)>)))) 

'TVlllooting間bjの表示位置を指定する.

CdofiDo-=onoM白 jVidooK助 j

(Attribu色e

(dootinat1on bogoOdaA.旬boku.ac・jp).通信先

(sizo ..........) 'VideoKDbjの表示サイズ

(at ..........) 事VidaoKDbjの表示他国

( ..... .....)) 

(Mothod 

(s色町t)'VidooKDbjの通帽を開始する.

(st句) .V1白柑ロbjの通借金開始する.

(oat_dooセination<dootiD4tioD-otr> (sot dostinatlon <dost1nation_str>)) 

.Vidω即bjの通信先を指定する.

(set_size <(1nt.int)> (sot size <(1n色，int)>))

'VideoKObjの表示サイズを指定する.

(set_llt <(in色，iD色)>(sot at <(int， in色)>))))

'Vidoo悶bjの表示位置を指定する。

(dofino-DIonoK由 jVolceKDbj 

. .) 

図8:記述例
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